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1.目的と背景
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本研究の目的

● 地域社会で文化的活動を行う人々のつながりを

ネットワーク分析の手法を用いて調査する.

● 10~20代の若者が文化的活動を通して社会参加を

果たし，活動を先導していくケースを探る.
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背景
文化活動に対する世論調査

Q.文化芸術活動を行う事についてどう思うか.

    →「大切だ」とする者が88.5％.

Q.この1年間に文化芸術に関わる活動をしたか.

    →「特に行っていない」は76.1％.

Q.地域活動へ中心メンバーとして参画しているか.

    →20代の約6割は「関わりたくない」.
平成21年度 内閣府 日常生活における文化芸術の体験・活動調査
平成21年度 内閣府男女共同参画局 男女のライフスタイルに関する意識調査より



5

2.研究方法
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研究手法
ネットワーク分析

ネットワーク分析とは人のコミュニティ，社会構造を

「繋がり」として概念化，それを分析するものである.
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先行理論

弱い紐帯の強さ（1974,グラノヴェッター)

ＣはDから転職に関する情報を得たほうが，

収入や満足度が高い仕事につくことができる.

F

会社外(F)

E

会社外(E)

環境：低
賃金：低
満足度：低

環境：良
賃金：良
満足度：良

A

B C

D会社内

通常の紐帯

弱い紐帯

● 弱い紐帯は「異質的」な情報を得られる.
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調査方法
ネットワーク分析のための質問紙調査

● ネームジェネレータ（名前想起法）

個人が持っているネットワークに属している人々を

特定化する質問をすること.
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調査方法

5件法による弱い紐帯の定義

● 5件法

連絡回数等を5段階で評価し，紐帯の強さを比較.

連絡頻度 毎日 週2~3回 週1回 2週1回 月1回

評価 5 4 3 2 1
紐帯 強 中 弱

本研究における弱い紐帯の定義
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2次調査

主催者へのインタビュー調査

● どのように運営を行っているのか.

● 新しい参加者の募り方.

● どのようにして主催者が入れ替わるのか.

● なぜ活動を引き継ごうと思ったのか.

● 前主催者との当時の関係.
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3.調査団体と仮説
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調査団体

● Joint Art F.E.S ぷらっと

● 函館インディーズ

イベント内容 アート全般

設立年 2010
運営 複数人

年齢層 30~40代

イベント内容 音楽ライブ

設立年 2002
運営 主催者のみ

年齢層 10~20代
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仮説

● 参加者数を伸ばす団体，長年の活動が続く団体，

両団体では弱い紐帯が多く見られるのではないか.

● 主催者が引き継がれる「ハコイン」では，

「世代継承モデル」があるのではないだろうか.
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4.調査分析
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ネットワーク分析

(1)社会的ネットワーク

     ネームジェネレータに基づく紐帯の全体像.

(2)参加誘引ネットワーク

     誰から情報を得て参加したのか.

(3)近接中心性

     両団体,主催者の情報の得やすさ.

(4)媒介中心性

     情報の橋渡しや,切断点の値の大きさ.
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ネットワーク分析(1)
「ぷらっと」の社会的ネットワーク

実線:強・中
点線:弱
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ネットワーク分析(1)
「ハコイン」の社会的ネットワーク

実線:強・中
点線:弱
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ネットワーク分析(2)
「ぷらっと」における参加誘引ネットワーク
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調査分析(2)
「ハコイン」における参加誘引ネットワーク
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2次調査インタビュー分析

「ハコイン」主催者の推移

初代
2002~

２代目
2004~

3代目
2006~

主催者

スタッフ

来場者
参加者

Ma

Ta
Ra

Aa
Ha

Aa
Ta

Ra

Aa
Ha
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2次調査インタビュー分析

なぜAaは主催者になったのか?

● 「当時の運営中心メンバーとよく話すようになった.」 

 →紐帯による拘束，「帰属意識」の芽生え.

● 「ブッキングやホームページ編集を手伝っていた.」

→中心ノードへの擬似化，「責任感」の芽生え.

● 「出演場所がなくなるバンドも多い.」

→中心ノードのすり替え.
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5.まとめ
発見事項とモデル
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発見事項

1.両団体では弱い紐帯が多く見られた.

   →「オープン」な団体運営を心がけている.

   →参加者に「新たな出会い」を提供している.

2.「ハコイン」では世代継承性が多く見られた.

   →学生という母集団へ情報が媒介される.

   →次世代バンドの育成場所としての利用.

3.「紐帯拘束」と「役割分担」が新主催者を生む.

   →「帰属意識」と「責任感」が契機に働く.
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「ハコイン主催者」の分析に基づく
世代継承モデル

● 新たな主催者へと世代継承させるためには

「帰属意識」を高めさせ，「役割」を持たせる.

周辺的変化 中心的変化

認知

紐帯発生

役割分担

中心ノード
擬似化

役割交換

中心ノード
すり替え

環境構築

紐帯拘束

自己欲求実現 帰属意識 責任感

来場者 参加者 スタッフ 主催者
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今後の課題

● 卒業論文作成.

● 調査団体への研究結果報告.
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